
２
月
21
日
㈬
、
22
日
㈭
、
３
月
議
会
で
、
施
政
方
針

と
新
年
度
予
算
案
に
対
す
る
総
括
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
公
約
実
現
の
た
め
に
岡
本
守
正

、
山
口
は
る
み
両
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
議

会
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
チ
放
映
は
２

月
27
日

（火
）
午
前
10
時
か
ら
１
１
２
Ｃ
Ｈ
で
、
２
月

21
日
分
を
見
ら
れ
ま
す
。

岡
本

守
正
議
員

＝
２
月
21
日

（水
）
２
番
目
＝

一
、
１
時
間
毎
の
く
る
く
る
バ
ス
拡
充
を

➀
各
バ
ス
停
に
１
時
間
毎
に
来
る
よ

う
に
増
便
を
。

②
各
バ
ス
停
に
椅
子
を
設
置
を
求
め

る
。

③
２
０
２
４
年
度
購
入
予
定
の
、
オ

レ
ン
ジ
車

・
パ
ー
プ
ル
車
は
低
床
、

電
気
バ
ス
で
乗
り
や
す
く
、
環
境

に
や
さ
し
い
バ
ス
に
す
べ
き
で
は
。

二
、
小
中
学
校
の
給
食
の
無
償
化
を

➀

「義
務
教
育
無
償
」
の
原
則
か
ら
、
全
国
３
０
０
自

治
体
が
無
償
化
実
施
。
安
城
市
も
９
月
か
ら
実
施
で

喜
ば
れ
て
い
る
。
碧
南
市
も
、
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
給
食
を
無
償
化
す
べ
き
で
は
。

③
禰
冝
田
市
長
は
市
民
に
配
布
し
て
い
る
ビ
ラ
に

「３

割
給
食
料
金
引
下
げ
」
と
書
い
て
い
る
。
無
償
化
の

本
筋
か
ら
横
道
に
そ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

④
国
は
、
臨
時
交
付
金
の
使
途
に
学
校
給
食
無
償
化
を

示
し
て
い
る
。
最
新
の
動
向
は
。
県
に
も
学
校
給
食

費
無
償
化
の
財
源
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

三
、

「健
康
保
険
証
の
廃
止
」
の
撤
回
を

➀
政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
、
秋

に
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
体
化
さ
せ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
定
案
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用
中
止
と
健
康
保
険
証
の
廃
止

方
針
を
撤
回
し
、
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
よ
う

国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

②
国
家
公
務
員
の
、
マ
イ
ナ
ー
カ
ー
ド
利
用
が
４
・
６

％
と
報
道
が
さ
れ
た
。
制
度
破
綻
と
思
わ
な
い
の
か
。

山
口
は
る
み
議
員

＝
２
月
21
日

（水
）
４
番
目
＝

１
．
武
豊
石
炭
火
力
発
電
所
の
爆
発

火
災
事
故
と
碧
南
石
炭
火
力
発
電

所
の
安
全
性
に
つ
い
て

⑴
1
月
31
日
の
武
豊
火
力
発
電
所
に
お
け
る
爆
発
火
災

事
故
の
原
因
と
再
発
防
止
は
。

⑵
２
月
１
日
、
日
本
共
産
党
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
、

回
答
を
。

⑶
㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
事
故
報
告
は
。
い
つ
ど
の
よ
う

に
あ
っ
た
の
か
。

⑷
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
火
災
等
の
事
故
に
つ
い
て
、
全

国
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。

⑸
碧
南
火
力
発
電
所
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
は
武
豊
火

力
発
電
所
と
輸
入
先
は

一
緒
か
。

⑹
碧
南
火
力
発
電
所
と
武
豊
火
力
発
電
所
の
、
バ
イ
オ

マ
ス
貯
蔵
量
は
。
温
度
管
理
、
監
視
体
制
は
。

⑺
碧
南
火
力
発
電
所
で
、
現
在
の
ア
ン
モ
ニ
ア
保
管
の
、

量
、
荷
揚
げ
場
、
配
管
状
況
は
。

⑻
㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
対
し
、
火
事
地
震
津
波
対
策
を
市
民

と
市
に
公
表
を
求
め
よ
。

⑼
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
の
危
険
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
る
。
混
焼
を
や
め
、
再

エ
ネ

・
省
エ
ネ
に
切
り
替

え
を
。

⑽
㈱
中
部
電
力
な
ど
が
出
資

す
る
米
子
バ
イ
オ
マ
ス
発

電

（鳥
取
県
米
子
市
）
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
２

０
２
３
年
９
月
９
日
、
爆

発
を
伴
う
火
災
事
故
が
発

生
。
５
回
に
わ
た
る
爆
発
火
災
で
現
在
は
休
止
し
て

い
る
。
６
月
に
結
論
を
出
す
と
し
て
い
る
、
中
部
電

力
㈱
と
の
ご
み
焼
却
場
の
民
設
民
営
は
、
産
業
廃
棄

物
、

一
般
廃
棄
物
と
の
混
焼
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も

計
画
予
定
で
あ
り
、
中
電
㈱

へ
の
依
存
は
や
め
て
、

公
設
公
営
で
ご
み
減
量
と
安
全
な
処
理
に
、
市
と
し

て
責
任
を
持
つ
べ
き
。

２
．
市
民
病
院
の
活
性
化
に
つ
い
て

⑴
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は

ア
、
効
果
の
あ
っ
た
も
の
、
そ
の
結
果
は
。

イ
、
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
検

証
し
た
か
。

⑵
精
神
科
の
訪
問
診
療
の
実
施
を

ア
、
現
状
は
。

イ
、
実
施
の
た
め
の
問
題
点
が
あ
る
の
か
。

⑶
お
い
し
い
病
院
食

へ
の
検
討
を

ア
、
地
産
地
消
を
。

イ
、
調
理
人
材
の
安
定
的

な
確
保
を
。

⑷
病
棟
１
階
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
は

ア
、
狭
い
ト
イ
レ
の
改
修

を
。

イ
、
壁
、
備
品
更
新
な
ど

も
含
め
、
年
次
計
画
を
。

３
．
学
校
の
校
則
、
体
育
館
の
空
調
設
置
を

⑴
２
０
２
２
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た

「生
徒
指
導
提
要
」

に
基
づ
い
て
、
１
年
４
カ
月
間
に
、
子
ど
も
の
権
利

条
約
や
生
徒
指
導
提
要
の
教
師
や
生
徒

へ
の
、
学
習
、

徹
底
は
何
度
ど
ん
な
形
で
さ
れ
た
の
か
。

⑵
校
則
の
公
開
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
実
施
し
た
か
。

愛
知
県
の
高
校
の
校
則
に
対
す
る
動
向
は
。

⑶
ブ
レ
ザ
ー
制
服
に
関
し
て
、
新
た
な
拘
束
と
な
る
こ

と
は
な
い
か

「自
分
で
考
え
、
自
分
の
着
る
も
の
を

決
め
る
」
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
か
。

⑷
体
育
館
の
空
調
設
置
に
関
し
て
、
愛
知
県
の
動
向
は
。

高
校

へ
の
設
置

が
報
道
さ
れ
た
が
。

碧
南
市
の
年
次

計
画
は
い
つ
か
。

２
０
２
５
年
度
か

ら
の
省
エ
ネ
基

準
に
合
わ
せ
て
実

施
を
。
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ず
さ
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト

党
ぐ
る
み
で
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
自
覚
も

反
省
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自
民
党
派
閥
の
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
事
件
を
受
け
、
同
党
が
13

日
発
表
し
た
所
属
全
議
員
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の

「調
査
結
果
」
で
す
。
「
（政
治
資
金
収
支
報
告

書
の
）
不
記
載
の
実
態
把
握
に
努
め
る
」
（岸
田
文
雄

首
相
）
と
言
い
な
が
ら
、
調
べ
た
期
間
は
２
０
１
８

～
２
２
年
の
５
年
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
調
査
項
目
も
、

収
支
報
告
書

へ
の

「記
載
漏
れ
」
の
有
無
と
そ
の
金

額
の
２
点
だ
け
で
す
。
裏
金
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ

た
経
緯
や
裏
金
の
使
い
道
な
ど
は
不
問
に
し
て
い
ま

す
。
自
ら
引
き
起
こ
し
た
裏
金
事
件
に
真
剣
に
向
き

合

っ
た
姿
勢
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

言
い
逃
れ
可
能
な
自
主
申
告

今
回
の
裏
金
事
件
は
、
自
民
党
の
主
要
派
閥
が
そ

ろ
っ
て
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
け
る
収
支
報
告

書
を
偽
造
し
て
い
た
と
い
う
重
大
な
組
織
的
犯
罪
行

為
で
す
。
最
大
派
閥
だ
っ
た
安
倍
派
で
は
９
０
人
以

上
の

「裏
金
議
員
リ
ス
ト
」
が
既
に
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「調
査
結
果
」
で
は
調
査
対
象
に
し
た

党
所
属
全
議
員
３
７
４
人
と
選
挙
区
支
部
長
１
０
人

の
う
ち
、
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
の
還
流
な
ど
の

「記
載

漏
れ

・
誤
記
載
」
の
議
員

・
支
部
長
は
８
５
人
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
議
員
本
人
に
よ
る
自
主
申
告
の
た

め
、
実
際
裏
金
の
受
領
が
あ
っ
た
と
し
て
も

「な
い
」

と
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

５
年
間
限
定

調
査
の
範
囲
を
５
年
分
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
も

真
相
解
明
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
麻
生
派
で
は
、
調
査

期
間
に
含
ま
れ
な
い
１
８
年
以
前
に
裏
金
を
還
流
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
マ
超
過
分
は
現
金
で

ま
た
安
倍
派
の
裏
金
づ
く
り
に
つ
い
て
萩
生
田
光

一
前
政
調
会
長
は
、
す
で
に
20
年
前
の
04
年
の
時
点

で
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
販
売
ノ
ル
マ
超
過
分
を
現
金
で
渡

す
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
者
会
見
で
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
安
倍
派
の
裏
金
処
理
は

「会
長

案
件
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
同
派
の
元
会
長
で
存
命
中

の
森
喜
朗
元
首
相

へ
の
聞
き
取
り
が
不
可
欠
で
す
。
し

か
し
岸
田
首
相
は

「聞
き
取
り
の
範
囲
に
つ
い
て
適
切

に
判
断
す
る
」
と
森
氏
に
聞
こ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
「調

査
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
“
全
議
員
調
査
を
実
施
し
た
”

と
い
う
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
非
公
開

自
民
党
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
時
並
行
で
行
っ
て

い
る
安
倍
派
、
二
階
派
、
岸
田
派
の
議
員
を
主
な
対
象

に
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
は
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
確
認
す
る
調
査
範
囲

は
３
年
分
で
、
し
か
も
森
山
裕
総
務
会
長
ら
に
よ
る
身

内
調
査
で
す
。

隠
ぺ
い
し
幕
引
き
を

収
支
報
告
書
を
訂
正
し
た
安
倍
派
の
萩
生
田
氏
、
高

木
毅
前
国
対
委
員
長
ら
は
収
入

・
支
出
の
総
額
も
翌

・

前
年
の
繰
越
額
も

「不
明
」
と
記
入
し
て
済
ま
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
裏
金
の
全
容
解
明
ど
こ
ろ
か
実
態
を

隠
蔽

（い
ん
ぺ
い
）
し
、
幕
引
き
を
は
か
る
な
ど
絶
対

に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
会
審
議
で
実
態
解
明
急
務

裏
金
の
使
い
道
で
は
、
公
職
選
挙
法
違
反
の
選
挙
買

収
や
、
公
選
法
が
及
ば
な
い
総
裁
選
の
資
金
、
所
得
税

法
違
反
の
脱
税
と
な
る
私
的
流
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
裏
金
の
実
態
解
明
が
必
要
で
す
。

小
手
先
調
査
で
終
わ
ら
せ
な
い

組
織
的
犯
罪
行
為
と
の
認
識
も
反
省
も
で
き
ず
、
小

手
先
の

「調
査
」
で
幕
引
き
を
企
て
る
岸
田
自
民
党
に

政
権
を
担
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
な
ど
野
党
の
国
会
論
戦
を
通
じ
て
裏
金

の
全
容
解
明
を
行
う
と
き
で
す
。
企
業

・
団
体
献
金
の

全
面
禁
止
を
実
現
し
、
国
民
の
声
が
通
る
政
治
の
た
め

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

２
月
19
日
（月
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）
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日本共産党碧南市会議員団の
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（写真）自民党の萩生田前政調会長が代表の自民党東京都第24選挙区支部が訂正した政治資金収支報告書

＝20～24年分のいずれも収支が「不明」と訂正されています

自民党「裏金調査」
反省のないアリバイづくりだ


